
株主の皆さまへ
株主の皆さまにおかれましては、平素より格別のご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。
2023年4月、代表取締役社長兼最高経営責任者（CEO）に就任いたしました鈴木 利彦でございます。

世界経済は変革期にありますが、当社も世界情勢の変化に対応し、グループ全体
の変革を進めるために、既存製品を次世代技術に活用していくことや、全く新しい
工法による成形技術の開発等により、新たな市場を生み出すことが必要と考えてい
ます。社会が直面するさまざまな課題をアイダの技術とモノづくりで解決していく
ことで、ステークホルダーの皆さまとともに持続的な成長と企業価値向上を実現し
てまいります。

ここに第89期（2024年3月期）第2四半期連結累計期間（2023年4月1日から 
9月30日まで）における当社グループの業績概要、通期の見通し等について、ご報告
申しあげます。代表取締役社長�鈴木�利彦

■当第2四半期連結累計期間の業績について
　鍛圧機械製造業界におきましては、国内外の堅調な需
要を反映し、当第2四半期連結累計期間の受注高は前年
同期比9.9％増の874億1千7百万円（一般社団法人日本鍛
圧機械工業会プレス系機械受注額）となりました。
　このような状況のもと、当社グループの当第2四半期連
結累計期間の受注高は、電気自動車向け高速精密プレス
の需要は堅調に推移するも、前年同期における駆け込み
受注の反動により429億9千万円（前年同期比9.1％減）と
なりましたが、受注残高は過去最高を更新し787億5千8
百万円（前年度末比12.0％増）となりました。
　売上高については、電気自動車関連の高速精密プレス
の売上増加及び円安影響等により345億7千5百万円（前
年同期比7.5％増）となりました。
　利益面では、原材料費、外注費、物流費等の原価高騰
があったものの、増収及び製品ミックス改善による粗利

率改善で、営業利益は14億2千7百万円（同99.3％増）、
経常利益は14億6千1百万円（同85.2％増）、親会社株主
に帰属する四半期純利益は固定資産の売却益等により11
億4千8百万円（同131.7％増）となりました。

■ �新中期経営計画（2024年3月期～2026年
3月期）について

　新中期経営計画では、「社会課題の解決により企業価
値を向上しステークホルダーとともに持続的成長を目指
す」という経営方針に基づき、前中期経営計画で認識さ
れた課題も踏まえ、5つの基本施策を展開します。お客さ
まや社会の課題をアイダの技術とモノづくりで解決してい
くことで、企業価値を向上させていくという好循環を生み
出し、ステークホルダーとともに持続的な成長を実現して
まいります。詳細は中面をご覧ください。
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■通期の連結業績見通しについて
　通期の連結業績予想については、2023年5月公表の
業績予想と、当第2四半期連結累計期間の実績値におい
て差異が生じたため、連結業績予想を修正いたしました。
　受注高については、高速精密プレスの前年駆け込み受
注の反動を織り込むものの、高水準を維持し780億円（前
年度比7.1％減）、売上高については、下期以降も部品納
期長期化等の影響で売上のズレ込みが継続するものの円
安による売上高のかさ上げが見込まれることから720億円

（同4.7％増）と当初予定を据え置いております。利益に
ついては、下期に高付加価値プレスやサービスの売上増
加により粗利率は回復するものの、一部の売上が来期に
ズレ込むこと、原材料費や外注費等の原価が想定を上回
ることから、営業利益は37億円（同140.2％増）、経常利
益は38億円（同122.2％増）、親会社株主に帰属する当期
純利益は28億5千万円（同120.0％増）と当初予想より下

方修正しましたが、前年度比で大幅な増益を見込んでお
ります。

■利益配分に関する基本方針について
　株主の皆さまへの還元については、新中期経営計画に
おいて、「ステークホルダーとともに成長するという経営方
針に基づき、経営・財務基盤の安定性確保と持続的成長
への戦略投資を考慮しつつ、連結配当性向40％以上を目
指し、安定的な株主還元を行う」ことを基本方針としてお
り、1株につき普通配当30円（連結配当性向62.9％）を
計画しております。
　株主の皆さまには、引き続きご支援とご理解を賜り
ますようお願い申しあげます。

2023年12月

代表取締役社長 鈴木　利彦

連結財務ハイライト

新中期経営計画（2024年3月期～2026年3月期）
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ステークホルダー
に貢献

中期経営計画経営方針
社会課題の解決により企業価値を向上しステークホルダーとともに持続的成長を目指す

企業価値の向上

顧客や社会の課題解決

持続的
成長の
循環

● 次世代自動車のモノづくりを支援
● お客さまの生産性向上（自動化・デジタル化）

を支援
● お客さまの環境負荷軽減を支援 等

中期経営計画基本施策

事業ポートフォリオの変革

新たな付加価値の創出

経営基盤の強化

環境対策・社会貢献

高付加価値・成長分野の拡大
経営資源をシフト

アイダの技術をさらに進化
（素形技術、金型・工法技術、
サーボ技術、モノづくりノウハウ）

事業ポートフォリオ変革・新たな
付加価値創出を実現するための
足元固め

お客さま

従業員

協力会社

地域社会

ビジネスパートナー

株主・投資家

資本政策

「社会のために」「社会とともに」
持続的成長を実現

戦略投資・人的投資・利益還元の
バランスを重視

長期的に（～2028年3月期）
営業利益率10%を目指す

中期経営計画施策展開による持続的成長の実現

PBR1.0

2023年3月期実績
売上高： 687億円
営業利益： 15億円
営業利益率： 2.2％
PBR： 0.6倍

倍超を展望（想定PER15倍）推定PBR：0.8倍（想定PER15倍）

売上高： 750億円
営業利益： 62億円
営業利益率： 8.3％

中期経営計画目標（2026年3月期）

前中期経営計画 新中期経営計画

成長分野 ⇒ 拡大

成熟分野 ⇒ 競争力向上

事業ポートフォリオの変革
（プレス事業のミックス改善を含む）

新たな付加価値創出

2023年
3月期

2026年
3月期

2031年
3月期



商　　　号 アイダエンジニアリング株式会社
創　　　業 1917年（大正 6 年）3月
設　　　立 1937年（昭和12年）3月
資 本 金 78億31百万円
従 業 員 数 2,055名（連結）833名（単体）
主な事業内容 プレス機械を主力とする鍛圧機械、

各種機械、各種自動装置、産業用
ロボット及び金型等の製造・販売
並びにサービス

当社事業内容をはじめ、最新のニュースリリースや
IR情報、また当社のサステナビリティ基本方針、社
会貢献・環境への取組みについて掲載しております。
ぜひご覧ください。

株主総会資料の電子提供制度に関する�
お知らせ
　会社法改正により、株主総会資料が原則ウェブサイ
トで電子提供されます。株主総会資料を書面でご希望
される株主さまは、基準日（毎年3月31日）までに「書
面交付請求」のお手続きをいただくことで、書面での
お受け取りが可能です。お取引のある証券会社または
当社株主名簿管理人のみずほ信託銀行株式会社へお問
合せください。

みずほ信託銀行株式会社 電子提供制度専用ダイヤル
 0120-524-324（土・日・祝日を除く　9：00～17：00）

https://www.aida.co.jp 検索アイダ

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。〒252-5181　神奈川県相模原市緑区大山町２番10号

TEL. 042（772）5231（代表）

環境保全のため、FSCⓇ

認証紙と植物油インキ
で印刷しています。

会社情報・株式情報・株主メモ（2023年９月30日現在）

発行可能株式総数 188,149,000株
発行済株式総数 69,448,421株 （うち自己株式5,400,838株）
株　　主　　数 6,672名
所有者別株式分布状況

■ 金融機関 �����41.44％
■ 外国法人等 ����22.47％
■ 個人・その他 ���16.92％
■ 自己株式 ����� 7.78％
■ 国内法人 �����10.88％
■ 金融商品取引業者 � 0.51％

■ 事 業 年 度 毎年４月１日～翌年３月31日
■ 定 時 株 主 総 会 毎年６月
■ 剰余金の配当基準日 毎年３月31日
■ 公 告 方 法 電子公告

https://www.aida.co.jp/ir/koukoku/index.html
ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子公告による公告
をすることができない場合は、日本経済新聞に掲載して行います。

■ 株 主 名 簿 管 理 人 ・ 
特別口座の口座管理機関

みずほ信託銀行株式会社　

■ 郵 便 物 送 付 先 〒168-8507　東京都杉並区和泉二丁目８番４号
みずほ信託銀行株式会社　証券代行部

株主メモ

株式に関するお問合せ先■

証券会社に口座をお持ちの場合

お取引の証券会社に
ご連絡ください。

株式に関するお手続き（住所・姓名などの変更、配当金の受取方法・振込先の変更、単元未満株式の買取・
買増の請求など）のご照会及びお届出につきましては、上記をご参照ください。
ただし、配当金のお支払いにつきましては、上記みずほ信託銀行証券代行部へお問合せください。

証券会社に口座をお持ちでない場合（特別口座の場合）

みずほ信託銀行　証券代行部
 0120-288-324

（�土・日・祝日を除く　9：00�～�17：00�）

【口座振込による配当金受取のご案内】
「配当金領収証」により配当金をお受け取りになられている株主の皆さまへ
配当金のお受け取りを銀行または証券会社の口座への振込にされますと、 
支払開始日に確実に入金されますので大変便利です。
口座振込を希望される場合は、お取引の証券会社にお申し出ください。
証券会社に口座がない株主さまは、上記みずほ信託銀行へお申し出ください。

株式の状況会社概要

ウェブサイトのご案内 ※比率は、小数点第3位以下を四捨五入して表示しております。

トピックス
「社会のために」「社会とともに」持続的成長を実現するための取組み
　2023年9月、本社相模原工場敷地内に、テスラ車を含むすべての電気自
動車（EV）ユーザーの皆さまにご利用いただける充電設備「アイダEV充電
ステーション」を開設し、一般開放をはじめました。当社はEVの駆動に必
要な大型モーターコア向け高速精密プレス生産のトップランナーであり、
EV促進の一翼を担う生産財メーカーとして、本取組によりEVの利便性を 
高めEV普及に繋げるとともに、地域社会の活性化に向けても取組んでいます。

https://www.aida.co.jp/ir/data/annual.html

　当社では、ステークホルダーの
皆さまに経営状況等の財務情報に
加え、非財務情報（企業の社会的
責任、価値創造プロセス等）をお
伝えする「統合報告書2023」を
発行いたしました。
　成形システムビルダとして発展
し、人と社会に貢献するという企
業理念を実現するための当社の取
組みをご覧ください。

統合報告書2023のご案内


